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１９年度（今回）のセグメント利益は、前回⾒通しに０億円に対し、▲８７億円となった。
内訳は、
◆コスト︓▲３０億円
原料配合構成差によるコストアップ▲２０億円、および炉修前倒し等による補修費増▲１０億円。

◆数量・構成︓▲６０億円
新型コロナウイルス感染拡⼤を受け、以下の要因で数量減
• ３⽉を中⼼としたお客様の稼働停⽌による当社の直接的な⽣産・出荷減
• 経済減速に伴う⽣産活動⽔準の低下、⼟⽊・建設⼯事遅れ、在庫調整、市況下落等の間接影響

・ 粗鋼量 ２,７００万ｔ → ２,６７３万ｔ （▲２７万ｔ）
・ 出荷量 ２,３８０万ｔ → ２,３４７万ｔ （▲３３万ｔ）

◆販価・原料︓＋５０億円 （≒鋼材トンあたり︓＋２００円）
原料炭価格下落および輸出価格の改善によるスプレッド好転。

◆棚卸資産評価差等︓＋１０億円

◆その他︓▲５７億円
• 海外Gr会社期末外貨換算差
• 資産廃売却 等
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１９年度のセグメント利益は、１８年度に対し、▲１,７００億円の▲８７億円となった。
内訳は、
◆コスト︓＋４２０億円
減産や台⾵の影響、補修費、原料配合によるコストアップ等はあるも投資効果の発現等により、
＋２００億円のコスト削減となった。また、昨年度の操業トラブルによる⼀過性のコストアップの解消
＋２２０億円と合わせて 年間＋４２０億円のコスト削減となった。

◆数量・構成︓▲６０億円
昨年のトラブル影響の解消により数量差はプラスも、海外・国内共に品種構成が悪化。
・ 粗鋼量 ２,６３１万ｔ→２,６７３万ｔ（＋４１万ｔ）
・ 出荷量 ２,３７８万ｔ→２,３４７万ｔ（▲３１万ｔ）

◆販価・原料︓▲８１０億円 （≒鋼材トンあたり︓▲３,５００円）
海外の鋼材市況下落と鉄鉱⽯価格の上昇によりスプレッド悪化。

◆棚卸資産評価差等︓▲６７０億円

◆資材単価等︓▲１５０億円 （・資材▲50億円 ・物流費▲40億円 ・外注費▲50億円)

◆その他︓▲４３０億円
• グループ会社収益の減少
• 基盤整備推進に伴う償却費・廃却損の増加 等
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コスト削減1,000億円規模の内訳は固定費、変動費で概ね半分ずつ。
• 固定費削減︓補修費及び労務費施策等中⼼
• 変動費削減︓19年度に稼働した福⼭地区の3Aコークス炉や3焼結炉の

⼤型設備投資効果の通年での効果発現とさらにプラスアルファで対策を実施
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19-4Qのセグメント利益は、19-3Qに対し、▲１３８億円の▲２０１億円となった。
内訳は、
◆コスト︓＋７０億円
４Qに原料配合構成差（▲２０億円）や炉修前倒し（▲１０億円）によるコスト増はあるも、⻄⽇本製
鉄所の上⼯程をはじめとした投資効果の発現、３Ｑの台⾵影響、減産影響の戻り等により、＋７０億円の
コストダウンとなった。

◆数量・構成︓＋４０億円
海外鋼材市況の持ち直しを受け、４Ｑに⽣産量・出荷量回復。
・ 粗鋼量 ６２４万ｔ→６７０万ｔ（＋４６万ｔ）
・ 出荷量 ５５９万ｔ→６０９万ｔ（＋５１万ｔ）

◆販価・原料︓＋６０億円 （≒鋼材トンあたり︓＋１,０００円）
鉄鉱⽯価格の下落や海外鋼材市況の⼀部持ち直しにより、輸出市況分野でスプレッド回復 。

◆棚卸資産評価差等︓＋４０億円

◆その他︓▲３４８億円
• 資産廃売却増
• グループ会社収益の減少 等
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19年度下期のセグメント利益は、19年度上期に対し、▲４４１億円の▲２６４億円となった。
内訳は、
◆コスト︓＋６０億円
台⾵影響や急激な減産による影響▲５０億円や、期末の原料配合構成差、補修前倒しなどによる
コストアップが▲３０億円あるも、⻄⽇本の上⼯程をはじめとした投資効果発現等により、＋６０億円の
コストダウンとなった

◆数量・構成︓▲１６０億円
粗鋼⽣産は国内外の需要減と海外鋼材市況低迷を受け⽣産調整を⾏った影響や、３⽉以降、
新型コロナウイルスの影響により国内外ともに需要が減速したことにより数量減となった。
・ 粗鋼量 １,３７９万ｔ → １,２９４万ｔ （▲８５万ｔ）
・ 出荷量 １,１８０万ｔ → １,１６８万ｔ （▲１２万ｔ）

◆販価・原料︓＋１０億円 （≒鋼材トンあたり︓＋１００円）
海外市況の悪化に加え、鉄鉱⽯も⾼⽌まりしたが、原料炭価格が⼤幅に下落しスプレッドは好転。

◆棚卸資産評価差等︓▲２２０億円

◆その他︓▲１３１億円
• 基盤整備推進に伴う償却費
• 廃却損の増加 等
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２⽉末の薄板３品在庫４４８.４万トン（速報）
前⽉⽐ ＋ ４．０万トン
前年⽐ ＋ ７．６万トン 400万ｔ超えの状況が継続。

２⽉の国内向け鋼材出荷量も前⽉⽐１３％減の338万トンとなり、新型コロナウイルス感染
拡⼤による需要減速が顕在化している。⾃動⾞の⼯場が停⽌していることなどもあり、今後も在
庫増加が懸念される。
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【厚板シャー】（出典︓厚板シャーリング⼯業組合）
2⽉末の厚板シャー在庫は41.8万t [前⽉⽐-0.5万ｔ、前年同⽉⽐+2.0万ｔ]となった。
昨年８⽉末時点をピークに、わずかながらも減少傾向をたどっている。建産機・建築向けの荷動き
鈍化が続いている。出荷量の低迷が続く中で、厚板シャー各社が仕⼊れを抑制していることが在
庫低減の背景にある。

【H形鋼】（出典︓ときわ会）
３⽉末のＨ形鋼在庫は19.4万ｔ[前⽉⽐-0.1万ｔ、前年同⽉⽐-2.5万ｔ]となった。
在庫量は２か⽉連続で減少。流通の仕⼊れ抑制姿勢が継続し、前⽉とほぼ同⽔準の在庫量で
推移した。今後の需要動向は新型コロナウイルスの感染拡⼤、東京五輪延期などにより先⾏き不
透明感が強く、需要変動を冷静に⾒極める必要がある。
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3⽉の普通鋼鋼材輸⼊量は39.8万t [前⽉⽐+4.4万t 前年同⽉⽐－6.5万ｔ] 
新型コロナウイルス影響による各国の鋼材需要停滞を受け、輸⼊材の価格⽔準は軟化し、⼀部の
分野では国内材との値差が拡⼤傾向にある。今後⼀層の注意を払う。
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20年３⽉の中国粗鋼⽣産は、 79.0百万ｔ（前⽉⽐＋5.9百万ｔ、前年同⽉⽐▲1.4百万
ｔ）となった。⽇当たり粗鋼⽣産量は、２５５万ｔと、対１〜２⽉平均（２５８万ｔ）からは
▲３万ｔの減となった。春節影響、新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のための都市封鎖影響含め
やや減少傾向ではあるものの、⼩幅な減少にとどまった。

20年3⽉の中国鋼材輸出は、6.5百万ｔ（前⽉⽐+2.6百万ｔ、前年同⽉⽐▲0.2百万ｔ）。
２⽉までの前年同⽉⽐減少トレンドから増加に転じた、新型コロナウイルス影響による内需減もあり、
引き続き注視が必要。
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20年３⽉末の中国国内市中在庫は、2,437万ｔ（前⽉⽐＋2.5％、前年同⽉⽐＋52.1％）と
なった。

春節による季節パターンに加え、新型コロナウイルスの感染拡⼤影響で需要と物流が停滞し、市中在
庫、製鉄所在庫ともに３⽉末にかけて増加傾向にある。
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19年度上期の中国国内の熱延価格ベースでのメタルスプレッドは、熱延価格の軟化と鉄鉱⽯価
格の⾼騰により、⼀時$150/tを切る⽔準まで下落したが、下期に⼊り、主原料価格が下落した
ことで回復。11⽉以降、鋼材市況は反転基調にあり、メタルスプレッドは$200/t 前後で推移し
ていた。

年明け１⽉半ばより新型コロナウイルスの感染拡⼤を受け、中国経済活動が停⽌したことにより
熱延価格が下落し、⼀時メタルスプレッドは$150/t近辺まで下落した。その後、原料価格につい
ても鉄鋼業の活動⽔準の低下に伴い原料炭価格が下落。20年3⽉末にかけてはスプレッドは若
⼲持ち直してはいるものの、鋼材市況は引き続き下落基調にある。
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括弧内の数値は社内計画値につき公表不可
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